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安全かわら版
～マリンレジャー事故ゼロを目指して～

●ライフジャケットの着用（ガイド・お客さん）の徹底もお願いします！
ライフジャケットを着用することで、波に流された場合や海水誤飲等によるパニックに
なった場合でも、浮力を確保することができ、生存率は高くなります。

●飲酒をしての活動は、判断能力及び運動能力の低下に繋がります。
 飲酒後のツアーへの参加やツアー中における飲酒は行わせないようにお願いします！

●高齢者の重傷事故が多くなっています。
    高齢者をガイドする際は、既往歴や当日の体調を確認し、ツアー実施をお願いします！

●単独の遊泳者事故が多発しています。
 お客さん以外の単独の遊泳者等に出会った際は、注意喚起の声掛けをお願

 いします！

●外国人観光客による事故が多発しています。
可能な限り注意喚起の声掛けをお願いします！

●気象海象の確認をお願いします。台風接近時に、天気が良いからといって遊泳し、
事故に遭われる方が増えています。台風が離れていても波は高く危険です！！

宮古島海上保安部からのお願い （その１）

事業者のみなさんへ

出典：海洋状況表示システム(https://www.msil.go .jp/) ,情報提供元：国土地理院
海洋状況表示システム （ https://www.msil.go .jp/), ）を加工して作成

死者の約９割が

ライフジャケット非着用！

事故発生状況

★地図に記載される箇所は、観光客にも人気があり、多くの事故が発生していま
す。上記以外の場所でも、ガイド等を行う際は、下記事項の実施をお願いします。

https://www.msil.go.jp/
https://www.msil.go.jp/


宮古島では、マリンレジャー事業者や一般の方による水上オートバイ利用者が多く、
様々な場面で、多くの人によって同じ水域が利用されています。

ルールとマナーを守らなければ他人に迷惑をかけてしまうだけでなく、自分自身の安
全にも関わってきます。

水上オートバイに乗船する際は、以下のことについて留意し、しっかり守って、安全運
航を心掛けましょう。ご協力よろしくお願いします。

●遊泳者、ＳＵＰ及びカヤック付近を航行する際は、航走波に注意し、
徐行をお願いします！

●大型船舶が航行している付近を航行する際は、決して近づかず、適切な
距離、速度を保ち航行をお願いします！

●見張りの徹底、気象海象に注意し、安全運航でお願いします。

●死角から急に飛び出してくる水上オートバイは、大変危険で
す！！平良港内では防波堤等の死角があることを常に意識し、安全を最優
先に行動してください。

宮古島海上保安部からのお願い （その２）

水上オートバイ利用者の
みなさんへ
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人気ユーチューバー（ハイサイ探偵団）とコラボ！！

啓発動画の紹介（離岸流、ライフジャケットについて）

遊泳者、事業者のみなさま！

宮古島海上保安部は、ハイサイ探偵団と協力し、動画の中で離岸流の危険
性やライフジャケットの重要性について、紹介しています。
ぜひご視聴を！ https://youtu.be/MAZx_zbSVKo?si=IcY-01qGThlO0ccrh
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